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技術の背景と内容 
 生活・産業排水による環境汚染が、近年深刻化してきている。特に、重金属やリン酸・硝酸・

アンモニアといったイオンによる汚染が問題であり、安価で簡便な浄化法の確立が強く求められ

ている。 
 また、排水中に存在するフミン酸は塩素イオンや臭素イオンと反応し、トリハロメタン類を生

成するといわれ、大きな問題となっている。 
 したがって、重金属をはじめとした無機化合物や、フミン酸などの有機化合物を、排水中から、

安価かつ簡便に除去する技術の開発を行っている。 
 
技術の特徴 

吸着剤に廃材や岩石を用いることで安価で簡便な排水浄化法を確立した。例えば、廃セメント、

廃コンクリート、新聞紙、石灰岩、カキ殻、木炭等をガラスカラムに多層に充填し、連続的に排

水浄化を行えるシステムを構築した。これによると、SS、COD、PO43－、NO3－、NH4+及び重金

属が高効率で除去することが可能である。 
また、新聞紙を熱処理したものを吸着剤に用いた重金属の気泡分離法も確立されている。本手

法は、排水をろ過するより、簡便に浄化することが可能である。 
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